
項目 評価基準 配点 A社 ボックスグローバル・ジャパン株式会社

①
業務目的・
事業内容
の理解度

・ 本業務の実施目的、事業内容
を十分に理解しており、目的の達
成が期待できるか。
・ 事業実施内容に具体性、創意
工夫がみられるか。
・ 事業実施方法は明確で、妥当
なものであるか。
・ 効果の測定方法は適切か。

10点
×
6人

40 47

②
メディアツ
アーの内
容

・ 提案内容が仕様を満たしてお
り、効果的なものとなっているか。
・ 本県の水素・燃料電池産業の
認知度やブランド力の向上を期
待できるものとなっているか。

20点
×
6人

76 82

③
メディアへ
の展開

・ターゲットとするメディアは適切
か。
・多数のメディアの参加が見込ま
れる提案となっているか。

20点
×
6人

82 83

④ 実施計画 ・事業実施計画（日程）、手順等
が効率的であるか。

5点
×
6人

19 21

⑤ 独自性
・本業務との連携により効果が見
込まれると評価できる独自の提案
項目があるか。

10点
×
6人

42 40

⑥ 実施体制

・ 業務内容の遂行に必要な専門
知識や経験を有する 担当を配置
しているか。
・ 本業務と同種又は類似の業務
実績があり、本業務 に関して優
れた遂行能力を期待できるか。

15点
×
6人

59 62

⑦
スケジュー
ル

・ 本業務を期日までに遂行できる
事業計画であるか。

5点
×
6人

24 24

業務連携
体制

・ 本県及び本県関係機関との連
絡調整体制は確保されているか。

5点
×
6人

23 23

⑧ 価　　格 見積金額
・配点×応募者中の最低価格／
提案者の価格
※小数点以下第１位を四捨五入

10点
×
6人

60 60

425 442

１０　所属名 産業労働部成長産業推進課

評価内容

７　契約締結年月日 令和5年11月24日

８　契約金額（税込） 4,195,500円

９　随意契約の理由及び根拠法令

　本事業は、水素・燃料電池関連産業における本県の先進的な取組を、現場
見学ツアーを通じてメディア関係者に直に体感してもらい、やまなしモデルＰ２
Ｇシステムや本県企業の取組への理解を深めてもらう中で、本県の水素・燃料
電池関連産業の認知度やブランド力の向上を図るとともに、本県と各メディア
関係者との関係を構築することを目指している。
目的達成のためには多くのメディア関係者の関心を惹き本ツアーに参加して
もらうこと、メディア関係者に本県の取組を印象づけることが必要であり、本事
業の成果は、事業者が持つメディアとのネットワークや企画力によるところが大
きい。
　そのため、競争入札は適さず、公募型プロポーザルにより委託先を決定す
る。
（地方自治法施行令167条の2第1項第2号）

５　契約の方法 企画提案審査随意契約

６　契約者の名称 ボックスグローバル・ジャパン株式会社

４　企画提案の審査結果

３　評価基準、配点及び評価

業務遂
行能力

企画提案審査方式による選定結果一覧表

公表項目

1　契約名

２　審査年月日

内容

やまなし水素・燃料電池産業プレゼンス向上事業
（メディアツアー事業）

令和5年11月2日

業務
内容


